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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月27日(2016.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エラーのない状態又はエラーのある状態の場合があるシステムＳから取得される測定値
を評価する方法であって、前記システムＳは、少なくとも１つの通信ネットワーク、通信
システムのネットワーク構成要素、又は通信ネットワークのサービスを備え、該方法は、
好ましくは以下の順序で、以下のステップ、すなわち、
　（ａ）前記システムＳからの無標示の測定値ｖの集合Ｖを形成するステップと、
　（ｂ）ランダムベースの方法を用いた前記集合Ｖからの測定値の（ｉ）削除、又は（ｉ
ｉ）重み付け、又は（ｉｉｉ）削除及び重み付けによって、学習システムＬの測定値ｖ’
を含む修正学習集合Ｖ’を形成するステップと、
　（ｃ）前記システムＳからの測定値を評価するモデルＭを、前記学習システムＬによっ
て前記修正学習集合Ｖ’から形成するステップと、
　（ｄ）前記システムＳからの測定値を、前記モデルＭを用いて評価システムＢによって
評価するステップと、
を含み、
　ステップ（ｂ）において、前記集合Ｖからの測定値ｖの（ｉ）削除、又は（ｉｉ）重み
付け、又は（ｉｉｉ）削除及び重み付けの間に、前記測定値ｖの少なくとも１つの最も近
い近傍も削除される、方法。
【請求項２】
　ステップ（ｂ）は、以下のステップ、すなわち、
　（ｂ１）スコア値ｑを含むスコア値集合Ｑを、少なくとも１つのスコア関数Ｆ：Ｖ→Ｑ
，
【数１】

によって、前記集合Ｖから形成するステップと、
　（ｂ２）確率ｐを含む確率集合Ｐを、少なくとも１つの変換関数Ｔ：Ｑ→Ｐ，
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【数２】

によって、前記スコア値集合Ｑから形成するステップと、
　（ｂ３）前記修正学習集合Ｖ’を測定値から形成するステップと、
を含み、
　前記測定値ｖ∈Ｖは、ｐ＝Ｔ（Ｆ（ｖ））である１－ｐのそれぞれの確率で前記修正学
習集合Ｖ’内に含められるか、又は
　前記測定値ｖ∈Ｖは、少なくとも１つの重み関数Ｇによってそれぞれの重みを与えられ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ステップ（ｂ）は、以下のステップ、すなわち、
　（ｂ１）スコア値ｑを含むスコア値集合Ｑを、少なくとも１つのスコア関数Ｆ：Ｖ→Ｑ
，

【数３】

によって、前記集合Ｖから形成するステップと、
　（ｂ２）確率ｐを含む確率集合Ｐを、少なくとも１つの変換関数Ｔ：Ｑ→Ｐ，
【数４】

によって、前記スコア値集合Ｑから形成するステップと、
　（ｂ３）前記修正学習集合Ｖ’を測定値から形成するステップと、
を含み、
　前記測定値ｖ∈Ｖは、ｐ＝Ｔ（Ｆ（ｖ））である１－ｐのそれぞれの確率で前記修正学
習集合Ｖ’内に含められ、かつ
　前記測定値ｖ∈Ｖは、少なくとも１つの重み関数Ｇによってそれぞれの重みを与えられ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記方法は、ステップ（ｂ１）～（ｂ３）を前記言及した順序で含む、請求項２又は３
に記載の方法。
【請求項５】
　前記スコア関数Ｆは、スコア値の出力を有する独立した学習システムＬ’及び評価シス
テムＢ’を表すことができる、請求項２～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記スコア関数Ｆは、スコア値の出力を有する独立した機械学習システムＬ’及び評価
システムＢ’を表すことができる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記スコア関数Ｆは、次のもの、すなわち、ｋ最近傍、四分位間乗率、局所外れ値度の
うちの１つ又は複数を考慮に入れることによって形成される、請求項２～６のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項８】
　前記変換関数Ｔは連続増加関数である、請求項２～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記変換関数Ｔは、全ての
【数５】

について、０≦Ｔ（ｘ）≦１を有する連続増加関数である、請求項８に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記変換関数Ｔは、正規分布、ワイブル分布、ベータ分布、又は連続等分布である、請
求項８又は９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記重み関数Ｇは、Ｇ（ｐ）＝１－ｐ＝１－Ｔ（Ｆ（ｖ））として定義される、請求項
２～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　ステップ（ｂ１）～（ｂ３）は、反復的に連続して数回実行される、請求項２～１１の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　ステップ（ａ）において、前記集合Ｖは、
【数６】

である部分集合Ｖ＿１，．．．，Ｖ＿Ｎに分割され、
　ステップ（ｂ）において、
【数７】

である修正学習部分集合Ｖ＿１’，．．．，Ｖ＿Ｎ’が形成され、前記学習集合Ｖ’は、
前記修正学習部分集合Ｖ＿１’，．．．，Ｖ＿Ｎ’から組み合わされる、請求項１～１２
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　測定値は、計算ユニットの稼働率、用いられている記憶空間及び空き記憶空間、入力チ
ャネル及び出力チャネルの稼働率及び状態、エラーのないパケット又はエラーのあるパケ
ットの数、送信キューの長さ、エラーのないサービス問い合わせ及びエラーのあるサービ
ス問い合わせ、サービス問い合わせの処理時間を含む群から選択される、請求項１～１３
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　エラーのない状態又はエラーのある状態の場合があるシステムＳから取得される測定値
を評価するシステムであって、前記システムＳは、少なくとも１つの通信ネットワーク、
通信システムのネットワーク構成要素、又は通信ネットワークのサービスを備え、該シス
テムは、
　前記システムＳからの無標示の測定値ｖの集合Ｖを形成するデバイスと、
　ランダムベースの方法を用いた前記集合Ｖからの測定値の（ｉ）削除、又は（ｉｉ）重
み付け、又は（ｉｉｉ）削除及び重み付けによって、学習システムＬの測定値ｖ’を含む
修正学習集合Ｖ’を形成するデバイスと、
　前記システムＳからの測定値を評価するモデルＭを、前記修正学習集合Ｖ’から形成す
ることに適した学習システムＬと、
　前記システムＳからの測定値を、前記モデルＭを用いて評価することに適した評価シス
テムＢと、
を備える、システム。
【請求項１６】
　前記修正学習集合Ｖ’を形成するデバイスは、
　スコア値ｑを含むスコア値集合Ｑを、少なくとも１つのスコア関数Ｆ：Ｖ→Ｑ，

【数８】

によって、前記集合Ｖから形成するデバイスと、
　確率ｐを有する確率集合Ｐを、少なくとも１つの変換関数Ｔ：Ｑ→Ｐ，
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【数９】

によって、前記スコア値集合Ｑから形成するデバイスと、
を備え、
　前記修正学習集合Ｖ’を形成する前記デバイスは、ｐ＝Ｔ（Ｆ（ｖ））である１－ｐの
対応する確率で前記測定値ｖ∈Ｖを前記修正学習集合Ｖ’内に導入するとともに、少なく
とも１つの重み関数Ｇによって前記測定値ｖ∈Ｖを重み付けすることによって、測定値の
前記修正学習集合Ｖ’を形成することに適しており、
　修正学習集合Ｖ’を形成する前記デバイスは、測定値ｖの（ｉ）削除、又は（ｉｉ）重
み付け、又は（ｉｉｉ）削除及び重み付けの間に前記集合Ｖからの前記測定値ｖの少なく
とも１つの最も近い近傍も削除することに適している、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記修正学習集合Ｖ’を形成するデバイスは、
　スコア値ｑを含むスコア値集合Ｑを、少なくとも１つのスコア関数Ｆ：Ｖ→Ｑ，

【数１０】

によって、前記集合Ｖから形成するデバイスと、
　確率ｐを有する確率集合Ｐを、少なくとも１つの変換関数Ｔ：Ｑ→Ｐ，
【数１１】

によって、前記スコア値集合Ｑから形成するデバイスと、
を備え、
　前記修正学習集合Ｖ’を形成するデバイスは、前記測定値ｖ∈Ｖを、ｐ＝Ｔ（Ｆ（ｖ）
）である１－ｐの対応する確率で前記修正学習集合Ｖ’内に導入するとともに、少なくと
も１つの重み関数Ｇによって前記測定値ｖ∈Ｖを重み付けすることによって、測定値の前
記修正学習集合Ｖ’を形成することに適している、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記スコア値集合Ｑを形成するデバイスは、前記スコア値集合Ｑを数回形成することに
適しており、
　前記確率集合Ｐを形成するデバイスは、前記確率集合を数回形成することに適しており
、
　前記修正学習集合Ｖ’を形成する前記デバイスは、前記修正学習集合Ｖ’を数回形成す
ることに適している、請求項１５～１７のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記システムＳからの無標示の測定値ｖの集合Ｖを形成する前記デバイスは、前記集合
Ｖを、
【数１２】

である部分集合Ｖ＿１，．．．，Ｖ＿Ｎに分割することに適しており、
　前記修正学習集合Ｖ’を形成するデバイスは、

【数１３】

である修正学習部分集合Ｖ＿１’，．．．，Ｖ＿Ｎ’を形成し、該修正学習部分集合Ｖ＿
１’，．．．，Ｖ＿Ｎ’から前記学習集合Ｖ’を組み合わせることに適している、請求項
１５～１８のいずれか１項に記載のシステム。
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【請求項２０】
　測定値は、計算ユニットの稼働率、用いられている記憶空間及び空き記憶空間、入力チ
ャネル及び出力チャネルの稼働率及び状態、エラーのないパケット又はエラーのあるパケ
ットの数、送信キューの長さ、エラーのないサービス問い合わせ及びエラーのあるサービ
ス問い合わせ、サービス問い合わせの処理時間を含む群から選択される、請求項１５～１
９のいずれか１項に記載のシステム。
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